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↑アンテナショップ 1号店〔城原米納〕

いよいよ流通革命がはじまる
1月19日に『一般社団法人 農村商社わかば』が設立され、その方向性が決定しました。
未来に向かって、2月1日よりスタートします。

み
な
さ
ん
に
感
謝
！
よ
く
頑
張
っ
た

㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業

1 月 20 日に閉店した竹田ドライブイン。
2月から改修工事に入り、「道の駅すごう
（仮称）」として生まれ変わります。

 

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
１
号
店

 

城
原
米
納
に
テ
ン
ト
ひ
と
張
り
か
ら

　

平
成
３
年
10
月
４
日
、
農
産
物
等

受
託
販
売
事
業
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

１
号
店
（
テ
ン
ト
ひ
と
張
り
）
が
国

道
４
４
２
号
線
の
城
原
地
区
米
納
に

誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
始
ま
り
で
す
。

　

最
初
の
活
動
家
は
７
人
で
し
た
。

〝
七
人
の
侍
〞
は
夜
か
ら
朝
ま
で
夜

を
徹
し
て
事
業
の
拡
大
に
つ
い
て
、

大
激
論
を
す
る
こ
と
も
た
び
た
び
。

地
域
づ
く
り
は
仲
間
づ
く
り
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事

業
も
仲
間
づ
く
り
と
位
置
付
け
、
当

時
日
田
市
の
大
鶴
農
協
で
活
躍
さ
れ

て
い
た
池
永
千
年
先
生
を
専
門
家
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
お
迎
え
し
、
地
元
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
と
も
に
営
農
指
導
に

熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
次
第
に

仲
間
が
響
き
合
い
、
事
業
の
拡
大
と

市
場
開
拓
を
目
指
し
ま
し
た
。

 「
つ
く
る
よ
り
売
れ
筋
を
探
せ
」

 

テ
ン
ト
の
直
売
店
を
次
々
に
開
設

　
「
つ
く
る
よ
り
売
れ
筋
を
探
せ
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
低
農
薬
で
新
鮮
な

農
産
品
や
手
作
り
の
農
産
加
工
品
を

消
費
者
に
提
供
し
よ
う
と
、
竹
田
市

内
に
国
道
57
号
店
、
七
里
店
を
テ
ン

ト
に
よ
る
直
売
店
を
随
時
開
設
し
ま

し
た
。「
着
眼
大
局
、
着
手
小
局
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
物
産
市
場
開
拓
を

目
標
に
掲
げ
、
一
歩
一
歩
を
確
実
に

実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
４
月
に
は
、
こ
の
事
業

を
さ
ら
に
拡
大
す
る
た
め
、
農
業
公

社
事
業
に
移
行
し
、
事
務
所
も
竹
田

市
農
政
課
内
よ
り
七
里
プ
レ
ハ
ブ
に

設
置
し
ま
し
た
。

 

大
分
市
・
熊
本
市
進
出
に
挑
戦

　

い
よ
い
よ
、市
内
か
ら
市
外
店
へ
。

大
分
市
の
１
号
店
は
椎
迫
で
テ
ン
ト

に
よ
る
直
売
店
で
し
た
。
そ
し
て
、

遊
歩
公
園
。
続
い
て
、
ト
キ
ハ
・
ト

キ
ハ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
の
市
場
開
拓

に
、
次
々
と
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。

熊
本
市
は
ニ
コ
ニ
コ
ド
ー
。そ
し
て
、

道
の
駅
竹
田
開
設
に
伴
い
、
平
成
９

年
４
月
よ
り
農
業
公
社
事
務
所
も
城

原
米
納
に
移
転
し
ま
し
た
。
現
在
、

大
分
市
を
中
心
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
店
は
13
を
数
え
、
売
上
額
も
市
内

外
店
を
合
わ
せ
１
年
間
に
６
億
円
、

18
年
間
で
66
億
円
の
販
売
額
と
な
り

ま
し
た
。
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↑アンテナショップ トキハわさだ店

↑道の駅竹田の全景

　

竹
田
市
菅
生
地
域
及
び
そ
の
周
辺

地
域
は
農
業
の
担
い
手
が
多
く
、
地

元
生
産
者
団
体
よ
り
農
産
物
の
販
路

開
拓
の
要
望
が
あ
り
、
竹
田
市
の
西

の
玄
関
口
と
し
て
の
「
道
の
駅
構

想
」
が
具
体
化
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

竹
田
市
に
点
在
す
る
直
販
施
設
等
含

め
、
竹
田
市
の
ブ
ラ
ン
ド
品
と
し
て

販
売
す
る
流
通
の
仕
組
み
づ
く
り
を

積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、
そ
の
運

営
主
体
と
し
て
『
一
般
社
団
法
人 

農

村
商
社
わ
か
ば
』
の
設
立
を
は
か
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
直
販
物
販
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
持
つ
㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業

公
社
を
主
体
に
平
成
22
年
１
月
19
日

に
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、「
一
般

社
団
法
人
農
村
商
社
わ
か
ば
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
２
月
１
日
よ
り
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
４

月
１
日
よ
り
オ
ー
プ
ン
す
る
『
道
の

駅
す
ご
う
（
仮
称
）』
及
び
、
道
の

駅
竹
田
に
つ
い
て
も
管
理
運
営
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
目
標
は
流
通
革
命
の
取
り
組
み

　

竹
田
市
の
農
業
の
担
い
手
の
確

保
・
育
成
等
を
図
り
、
消
費
者
に
安

全
・
安
心
・
健
康
な
農
産
物
・
加
工

品
を
提
供
で
き
る
農
業
の
ブ
ラ
ン
ド

化
及
び
知
産
知
消
に
取
り
組
み
、
地

場
素
材
を
使
っ
た
商
品
開
発
、
食
と

農
を
主
体
と
し
た
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
挑
戦
、
農
業
者
が
元
気
で
営
農

活
動
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
、
流
通
の

仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
こ
と
を
目
標

と
し
ま
す
。

　
目
指
す
４
つ
の
施
策

①
農
業
生
産
を
基
本
と
し
、
第
１
次

　

産
業
（
農
業
生
産
）・
第
２
次
産

　

業
（
加
工
）・
第
３
次
産
業
（
販
売
・

　

サ
ー
ビ
ス
）
の
掛
け
算
の
で
き
る

　

６
次
産
業
化
を
図
り
、
農
商
観
連

　

携
を
総
合
的
に
推
進
す
る
「
一
般

　

社
団
法
人
農
村
商
社
わ
か
ば
」
と

　

し
ま
す
。

②
竹
田
市
の
観
光
・
商
業
・
農
業
の

　

既
存
の
施
設
は
多
く
存
在
し
て
い

　

ま
す
が
、今
後
、こ
れ
ら
の
施
設
の

　

見
直
し
を
、
農
村
商
社
わ
か
ば
連

　

絡
協
議
会
の
中
で
検
討
し
、
具
体

　

的
な
産
業
お
こ
し
を
目
指
し
ま
す
。

③
全
国
の
消
費
者
に
安
全
・
安
心
・

　

健
康
な
農
産
物
・
加
工
品
を
提
供

　

で
き
る
知
産
知
消
を
主
体
と
し
た

　

農
業
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
消

　

費
者
や
学
生
〔
大
学
連
携
〕
と
の

　

体
験
交
流
を
行
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
食
と
農
を
主
体
と
し
た

　

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
チ
ャ
レ
ン

　

ジ
も
支
援
し
ま
す
。

④
竹
田
市
の
過
疎
化
、
高
齢
化
の
進

　

行
に
伴
い
、
農
業
集
落
機
能
維
持

　

が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
農
業

　

者
が
元
気
で
営
農
活
動
が
で
き
る

　

シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
行
い
、
農
村

　

回
帰
の
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割

　

も
担
い
、
受
け
入
れ
体
制
の
整
備

　

促
進
を
行
う
窓
口
と
な
り
ま
す
。

 

農
村
商
社
わ
か
ば
の
会
員
は
…

　

大
分
県
竹
田
市
・
大
分
県
農
業
協

同
組
合
・
竹
田
商
工
会
議
所
・
九
州

ア
ル
プ
ス
商
工
会
が
会
員
と
な
り
、

農
商
観
連
携
を
総
合
的
に
推
進
す
る

『
一
般
社
団
法
人
農
村
商
社
わ
か
ば
』

と
い
た
し
ま
す
。

  

農
村
商
社
わ
か
ば
の
役
員
は

 
頑
張
り
ま
す

理
事
長　

首
藤　

勝
次

副
理
事
長　

工
藤　

英
二

理　
　

事　

後
藤　

万
壽
郎

　
　
　
　
　

秦　

安
廣

　
　
　
　
　

渡
部　

英
雄

　
　
　
　
　

菅　

孝
司

監　
　

事　

吉
岡　

幸
二

　
　
　
　
　

大
塚　

恭
司

顧　
　

問　

荒
巻　

文
夫

　
　
　
　
　

志
賀　

一
幸

『（一社）農村商社わかば』では、
従業員を募集しています

募集期間　平成 22年 2月上旬
募集方法　ハローワークを通じて募集 
募集人員及び条件
　職種 : 販売員・一般事務員（兼任あり）
　人員 : 各若干名
　条件 : 市内店舗間の異動あり、経験者優遇

市内2か所の道の駅に入る
レストランテナント募集中

出店場所　①道の駅たけた（国道 442 号）
      　　　②菅生地区に平成 22 年 4月オー
　　　　　　プン予定の道の駅
応募資格　平成 22年 4月 1日から営業可能
　　　　　な事業者
契約期間　平成 22 年 4 月 1 日～平成 25 年
　　　　　3月 31日 
申込方法　下記の問い合わせ先に電話連絡を
　　　　　してからお申込みください。
申込期間　平成 22年 1月 20日㈬～ 2月 10
　　　　　日㈬
●お問い合せ　一般社団法人農村商社わかば
　設立準備室　☎ 63-4805

道の駅竹田事業
農産加工所・レストラン・民工芸館・
農産物直売所・観光農園（イチゴハウス）

「
㈳
竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社
」
が
進
化
し

  

「
一
般
社
団
法
人
農
村
商
社
わ
か
ば
」
へ

2 月 1日、農村商社設立記念フォーラムが開催されます
　竹田市わかば農業公社で築いてきた実績をさらに進化させ今後は商工業、観光業など
の産業とも連携し流通革命にも取り組んでいく。
　竹田市の新鮮で、安心、安全な農産物は私達のほこり、地域資源を生かした竹田の農
業は地域産業としての命の産業です。
　ふるさとの集落を守り、後継者を育て竹田市が推進する「農村回帰」、「知産知消」に
取組み、地域ブランドマーケティングを実践する。
パネリスト （敬称略）　安藤　周冶（特定非営利活動法人ひろしまね理事長）
　　　　　　　　　　矢幡　欣冶（大分大山町農協代表理事組合長）
　　　　　　　　　　首藤　勝次（竹田市長）　　　　　　　※詳細は広報たけた 3月号にて
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道
の
駅
す
ご
う
（
仮
称
）
誕
生
へ

販
路
拡
大
及
び
農
産
物
等
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た
道
の
駅

　

竹
田
市
菅
生
地
域
（
宮
城
・
荻
地

区
を
含
む
）
は
農
業
の
担
い
手
が
多

く
、
竹
田
市
の
農
業
生
産
物
の
最
大

の
基
地
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
地
域
に
「
道
の
駅
す
ご
う

（
仮
称
）」を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、

農
産
物
を
は
じ
め
加
工
品
の
販
路
拡

大
及
び
農
産
物
等
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

目
指
し
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

４
月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
準

備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

農
産
物
販
売
・
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
・

都
市
と
の
交
流
事
業
・
農
村
回
帰

支
援
事
業
が
行
わ
れ
ま
す 

　

直
販
物
販
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
㈳

竹
田
市
わ
か
ば
農
業
公
社
、
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
を
踏
襲
し
、
農
産

物
販
売
、
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
の
委
託

事
業
、
体
験
農
業
、
姉
妹
都
市
（
中

野
市
・
仙
台
市
）、
及
び
姫
島
村
と

の
交
流
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
に
、
西
の
玄
関
口
と
し
て
の
竹
田

市
全
域
の
情
報
発
信
〔
観
光
案
内
〕

や
農
村
回
帰
支
援
事
業
に
関
す
る
事

業
も
行
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

 

農
村
商
社
わ
か
ば
に
期
待
す
る

   

「
平
成
３
年
10
月
４
日
、
10
数
人

で
国
道
４
４
２
号
線
に
テ
ン
ト
ひ
と

張
り
の
直
売
所
を
立
ち
上
げ
、「
新

鮮
・
安
全
・
安
心
」
の
産
品
づ
く
り

を
心
が
け
、
家
庭
菜
園
で
で
き
た
野

菜
を
一
輪
車
で
持
ち
寄
っ
た
の
が
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
の
始
ま
り
。

以
来
１
年
間
の
売
り
上
げ
は
６
億
円

で
右
肩
上
が
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
会
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分
た
ち
の

ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
組
織
で
あ
る

と
自
覚
し
お
互
い
が
助
け
合
い
、
努

力
し
て
い
る
賜
で
あ
る
。
農
村
商
社

わ
か
ば
は
こ
の
思
い
を
配
慮
し
て
い

た
だ
き
原
点
回
帰
販
売
の
産
地
戦
略

を
立
て
た
取
組
み
を
期
待
し
ま
す
。」

                                

　
「
私
達
は
昭
和
40
年
代
か
ら
ト
マ

ト
栽
培
を
始
め
て
き
ま
し
た
。
昭
和

57
年
に
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ『
恵
会
』

を
設
立
し
、
平
成
10
年
に
『
荻
町
高

原
の
店 

と
ま
と
ち
ゃ
ん
』
を
立
ち

上
げ
、
平
成
14
年
に
は
、『
有
限
会

社
エ
ム
・
ナ
イ
ン
』
を
立
ち
上
げ
て

き
ま
し
た
。
市
場
開
拓
は
わ
た
く
し

た
ち
に
と
っ
て
生
命
線
で
す
。
新
し

い
道
の
駅
の
オ
ー
プ
ン
は
竹
田
の
特

産
品
や
、
加
工
品
が
さ
ら
に
多
く
の

人
の
目
に
触
れ
、
手
に
と
っ
て
も
ら

え
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
な
の
で
大

い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。」

  　
「
私
た
ち
の
菅
生
地
区
で
は
道
の

駅
す
ご
う
が
で
き
る
と
聞
き
大
変
う

れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
菅
生
地
区

農
業
活
性
化
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
に
よ
る
農
産

物
拡
大
運
動
・
農
産
加
工
所
で
の
商

品
開
発
等
、
会
員
と
な
り
農
産
物
の

生
産
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら

に
、
周
辺
施
設
で
は
農
業
体
験
（
ト

マ
ト
・
ス
イ
ト
コ
ー
ン
他
）
が
で
き

る
よ
う
推
進
し
た
い
。
生
産
者
が
主

役
の
道
の
駅
に
し
た
い
。」

　
「
道
の
駅
す
ご
う
（
仮
称
）」
オ
ー

プ
ン
ま
で
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
な
る
を
飛
躍
を
遂
げ
る
た
め

に
邁
進
す
る
の
み
で
す
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美味しきこと限
かぎり

なし　竹田・姫島　かぐや姫物語
（プラン K）（案）

↑スイートコーンと鱧のすり身の天ぷら

姫島村（ひめしまむら）…国東半島の北東沖合いにあ
り、『古事記』や『日本書紀』にもその名が登場する
伝説の島。姫島七不思議と呼ばれる千人堂や浮洲、逆
柳、拍子水などは、島めぐりには欠かせない観光スポ
ット。毎年 8月 14・15日に開催される盆踊りは、キ
ツネ踊りをはじめ約 60種もの型があり、多くの観光
客が島を訪れる。
人口＝2,469人、世帯数＝951世帯 （平成17年国勢調査）

　竹田市の起業グループ・とうきびの郷すごうと、姫島の加工グル
ープ・かなんど工房が連携して、『スイートコーンと鱧

はも

のすり身の
天ぷら』が共同開発されました。昨年の「竹楽」会場で 1日 100
本の限定販売を行い、好評を博しました。
　これをきっかけに竹田の山の食材と姫島の海の食材を組み合わせ
ることで、魅力ある加工品の開発を目指し、海と山が連携すること
で、消費の開拓・拡大を推進する目的で「竹田市」と「姫島村」の
食の地域連携を竹田市農政課が中心に進めています。                 
　今後、縁結び宣言（地域連携協定）を行い、下記の事業を連携し
て行っていく予定です。
　・竹田市と姫島村それぞれの民間ベースでの食を介した連携の促進
　 ・山の食材と海の食材を組み合わせた新しい加工品の開発
　 ・同加工品の販路開拓（竹田市と姫島村それぞれの販路を活用）
　・連携による消費の開拓（きつね踊りや竹楽の活用、農産物直売
　　所の活用）
●お問い合せ
　竹田市農政課営農係　☎ 0974-63-1111（内線 266）

首藤　和義さん
（豊岡）

菅　芙美子さん 
（荻町）

山岡　正近さん
（菅生）
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食育ツーリズム雇用創出大作戦 !（新パッケージ事業）

アンテナショップ開店　～東京品川 中延商店街～
　竹田市観光ツーリズム協会が中心となり、事業展開中の「広域連携共生・対流等推進
事業」（H23年度迄）は、都市商店街と農山村が連携し、地域資源活用型交流ビジネスモ
デルの構築と都市・農村の相互ファンづくりを目指すもので、東京品川「NPOバリアフ
リー協会」他との連携を深めています。 これ迄に両組織を始めとする協議会が東京・竹田
交互に開催され、11月の竹楽開催時には商品開発交流会及びモニタリングとして、中延
商店街理事長を始め竹田市の東京事務所長に任命されている野田良輔氏（元大分県東京
事務所次長、中延在住）等、5名の方が竹田を訪れ、竹田の魅力に直接触れて頂くと共に、
今後の事業展開について活発な意見交換を行い交流を深めました。
　この事業をきっかけに、昨年秋、中延商店街が申請した、中小企業庁の商店街活性化
事業として竹田市を中心とした「アンテナショップ事業」が認定され、1月 15日には同
商店街「街コンマルシェ」を会場に「竹田市物産市 in 中延」を皮切りにアンテナショッ
プがオープンしました。
　このアンテナショップへの商品・供給を契機に物流システムや価格設定の勉強会を開
催する等して起業、創業への具体的な動きが加速しています。これらの事業を通して、
マーケティングや販路拡大を目指します。

　新パッケージ事業では、地域内発型である竹田独自の事業展開（食育ツーリズム）を
推進してきました。従来型の研修や学習によって、スキルアップを図っても受け入れ
る企業自体が極めて少ないため、やる気のある人やグループを対象として、20の研究
会を設け、食づくりでは「地産・地加・地消」「知産・知消」を掲げ、地元産にこだわ
った食の提供や、規格外素材を活用した「少量多品種」による加工品開発を進め、観
光分野では、地域の個性・特性を繋ぐ滞在型観光の仕組みづくりや旅行型商品の造成
を図ってきました。同一のコンセプトのもと、商品・情報・空間を同時に整えていく
取り組みや、一定の成果が出始めたことから昨年 4月から現在まで、県内外からの視
察受け入れは約 30件、新聞・テレビ等メディアの取材も約 20件に及び、他地区から
は「竹田方式」として注目を浴びるようになりました。熱心に取り組む市民研究員は
もちろん、推進側としても大きな励みとなり、一層意欲的に取り組んでいます。

新パッケージ事業から実現事業へ
　事業の終了時こそが真のスタートと認識し、推進してきた新パッケージ事業も残すところ 2か月となりました。人材
育成と共に、地域資源を磨く研究会方式から、より実践的な支援を行う「実現事業」の最終年度を迎えます。九州アルプ
ス商工会の六次産業活性化推進事業との連携を深め、「竹田ブランド」の確立、そして継続、発展に欠くことの出来ない「地
域商社」の立ち上げを目指します。
　竹田市が推進する「農村商社」設立にも積極的に関わりながら、両社の相互補充、整合性を図り事業を推進します。市
民の皆様のご参加をお待ちしております。

注目される「竹田方式」
～視察、取材対応も励みに～

↑竹田市の特産品紹介

↑焼き米の試食

↑みそ玉づくりの体験風景↑

↑カボスの PR 

↑椎茸料理の紹介

↑メディアの取材の様子
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↑放水点検

↑分列行進

↑人員服装点検
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ボボルィーキナ・
　　　　エカテリーナ

川野　里子 辻野　功

↑シベリア横断時の服装の廣瀬武夫

新成人259人「故郷に自信と誇りを持って」
↑堀葵さんと熊野崇裕さんに成人証書を授与

↑誓いの言葉を述べる河野圭将さん

↑会場の新成人のみなさん

↑久しぶりに再会した中学時代の友だちと記念撮影

　平成21年度竹田市成人式が1月10日、竹田市文化会館で行われました。
会場には 174 人が集まりました。
　首藤市長から堀葵さんと熊野崇裕さんに成人証書が授与され、記念品の
ペアマグカップが倉原準一教育委員長から朝見雪恵さんに贈られました。
　また、新成人を代表して河野圭将さんが「先生や地域の皆さん、竹田の
豊かな自然、大切に育ててくれた家族への感謝の気持ちを忘れず、様々な
試練や困難に立ち向かい、大切な事を学んでいきながら、自立した大人に
成長していきたい。」と誓いの言葉を述べました。
　式典終了後には、お楽しみ会も行われ、懐かしい友人たちの再会を楽し
んでいました。

プレ嚶鳴フォーラム
 　「国際人・廣瀬武夫に今、学ぶべきもの」
日　時　平成 22年 2月 6日㈯　開場 : 午後 1時 30 分・開会 : 午後 2時
場　所　竹田市総合社会福祉センター　多目的ホール

主催／竹田市　　後援／NHK大分放送局・大分合同新聞社・嚶鳴協議会・PHP 総合研究所・ANA総合研究所

・来賓スピーチ　アンドレイ・グリゴーリエヴィッチ・フェシュン
　　　　　　　　（在日ロシア連邦大使館文化担当 1等書記官）
・基調講演　演　題 　「日露関係における廣瀬武夫と杉原千畝」
・講　　師　川村　秀 （日露文化センター代表）
・パネルディスカッション　テーマ 　「国際人・廣瀬武夫に今、学ぶべきもの」
　コーディネーター　辻野　功（別府大学客員教授・京都造形芸術大学名誉教授）
　パネリスト　　　　川野　里子（歌人　竹田市出身）
　　　　　　　　　　川村　秀（日露文化センター代表）
　　　　　　　　　　ボボルィーキナ・エカテリーナ（東京大学文学部国文学研究室研究生）
　　　　　　　　　　首藤　勝次 （竹田市長）　　　　　　　　　　　　　　　　　 （敬称略）
●お問い合せ　竹田市企画情報課　☎ 0974-63-4801

　　　　　　　　川村　秀　プロフィール
　　　　　　　　　　1933 年静岡県生まれ。早稲田大学文学部露文科卒業
1963 年㈱進展事業（金属鉱産部）入社し、川上貿易㈱等を経て、1990 年に積水樹脂㈱と㈱アース・
コーポレーションを設立、代表取締役副社長としてモスクワに常駐する。その間にロシア科学ア
カデミー東洋学研究所と日露文化センターを設立し、日露の文化交流に貢献されている。
1994 年㈱アース・コーポレーション代表取締役副社長退任。
各種の日露の交流に通訳やロシアとの交渉等で活躍されている。
2009 年文藝春秋「坂の上の雲」臨時増刊号に「軍神・広瀬武夫死の真相」を執筆。
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ケーブルネットワーク特集　第31回
伝送路・引込・告知端末機設置工事に、みなさんのご協力をお願いいたします。
　工事は、1月現在、50班体制で行っています。各種工事にご協力をお願いいたします。

　今月は、「データ放送」の開始と、「減免制度」についてお知らせいたします。

■ 2月1日から「データ放送」を試験的に開始します。
　竹田市では、テレビ放送サービス加入者を対象に、地デジ放送の
データ放送機能を活用して、暮らしに役立つ情報を提供していきま
す。
　データ放送では、「市からのお知らせ」や「ゴミカレンダー」、「お
悔やみ情報」などの「くらしの情報」など多くの情報をご覧いただ
けます。
　データ放送をご覧いただくには、チャンネルを「たけた市民チャ
ンネル（デジタルの 11ch）」に合わせて、リモコンの「d」ボタンを
押すことによりご覧になれます。
　見る情報を選択するには、青・赤・緑・黄色ボタンや↑↓←→ボタン、
決定ボタンを押してください。
　なお、アナログ放送の場合、または、デジタル放送でもリモコン
に「d」ボタンが無い場合はデータ放送を視聴できません。
　お悔やみ情報掲載の申し込みは、本庁及び各支所窓口で受け付け
ます。

■テレビ放送サービス使用料の減免制度について

減　　免　　対　　象　　者 減　免　額

①全員が満 80歳以上の世帯で、市民税が非課税の場合 基本使用料を 1/2 減額
（使用料は月額 600 円）

②生活保護世帯 分担金、基本使用料を全額免除

③身体障害者（1・2級）を構成員に有する市民税非課税世帯 分担金を全額免除

基本使用料を 1/2 減額

（使用料は月額 600 円）

④知的障害者（A判定）を構成員に有する市民税非課税世帯

⑤精神障害者（1級）を構成員に有する市民税非課税世帯

⑥災害により半壊、半焼又は床上浸水以上の被害を受けた世帯
　（2か月間） 基本使用料を全額免除

⑦市長が特に必要と認める公共的施設（市指定避難所施設等） 引込工事費用、告知端末使用料、
分担金、基本使用料を全額免除

※市民税非課税世帯 : 世帯全員について、減免対象年度の前年度の市民税が非課税の世帯。

≪減免を受けるには≫
　1.　対象者が減免を受けるためには「減免申請」が必要です。
　2.　①～⑤までの減免の期間は、申請受付後、市が減免決定通知をした翌月から毎年度末までとなります。
　3.　①～⑤までの減免を受けるためには、毎年申請が必要となります。減免事務を円滑に行うため、毎年 2月
　　末までにお願いします。
　　　なお、今年度申請分に限り、平成 21年度及び 22年度を対象としますので、既に申請書を提出されてい
　　る方は新たな申請は不要です。
　※平成22年3月分までのテレビ放送サービス使用料は月600円です。（1/2減免申請された方も月600円です。）

■各種お問合わせ先
　○ケーブルネットワーク事業全般　企画情報課ケーブルネットワーク推進室　☎ 63-4801
　○引込工事・告知端末機設置工事　NTT 竹田工事事務所　　　　　　　　　　☎ 62-4097
　○取材依頼・テレビの視聴　　　　ケーブルネットワークセンター　　　　　☎ 76-1415
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竹
田
雑
感

 

〜
景
観
研
究
の
立
場
か
ら
〜
〈
２
〉

東
京
大
学
社
会
基
盤
学
専
攻
博
士
課
程
２
年　

山
田
裕
貴

　

白
水
堰
堤
の
事
が
「
狂
熱
的
」

と
言
え
る
程
に
好
き
で
す
。
白
水

堰
堤
を
初
め
て
見
た
時
の
感
動
を

今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
涙
が
出

る
程
の
美
し
さ
を
前
に
思
わ
ず
息

を
飲
ん
だ
事
を
。
そ
れ
以
来
、
白

水
堰
堤
の
美
し
さ
の
虜
に
な
っ
て

い
ま
す
。
去
る
度
に
後
ろ
髪
を
ひ

か
れ
、
ま
た
行
き
た
い
と
思
い
、
訪

れ
た
回
数
は
６
回
を
数
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
ま
で
好
き
な
理
由
は
、
そ

の
美
し
さ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

僕
が
熊
本
大
学
在
学
中
（
修
士
課

程
ま
で
の
６
年
間
を
熊
本
で
過
ご

し
ま
し
た
）、
先
輩
が
白
水
堰
堤
の

研
究
を
し
て
い
た
た
め
、
設
計
者

で
あ
る
小
野
安
夫
さ
ん
に
つ
い
て

知
る
機
会
が
あ
っ
た
事
が
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
写
真

撮
影
で
は
常
に
パ
イ
プ
を
く
わ
え

る
伊
達
男
、
若
く
し
て
設
計
に
携

わ
っ
た
事
、
退
職
覚
悟
で
白
水
堰

堤
建
設
に
心
血
を
注
い
だ
事
、
晩

年
に
白
水
堰
堤
を
回
想
し
て
い
た

事
。
人
間
味
溢
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

に
僕
は
惹
か
れ
ま
し
た
。
白
水
堰

堤
の
美
し
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
小
野

安
夫
さ
ん
の
人
柄
や
そ
の
人
生
に

惚
れ
込
ん
だ
所
が
大
き
い
で
す
。

そ
れ
以
来
、
白
水
堰
堤
に
対
し
て

単
に
好
き
と
い
う
感
情
を
超
え
て
、

も
っ
と
親
密
な
感
情
を
抱
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

人
が
物
事
に
対
し
て
親
密
な
感

情
を
抱
く
の
は
、
感
情
移
入
で
き

る
よ
う
な
〝
き
っ
か
け
〞
が
あ
る
か

ど
う
か
、
が
重
要
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
僕
の
体
験
で
言
え
ば
、

先
輩
の
研
究
を
通
し
て
小
野
安
夫

さ
ん
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
知
っ
た
事
が

親
密
な
感
情
を
抱
く
き
っ
か
け
で

あ
り
、
結
果
、
何
度
も
足
を
運
ば

せ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
知
ら
ず
に
、
そ
こ
ま

で
好
き
に
な
れ
た
か
、
何
度
も
訪

れ
た
か
は
疑
問
で
す
。

　

で
は
、
そ
の
よ
う
な〝
き
っ
か
け
〞

が
今
、
竹
田
と
い
う
地
域
全
体
で

経
験
で
き
る
か
と
言
う
と
、
そ
の

機
会
は
乏
し
い
と
思
い
ま
す
。
城

下
町
、
棚
田
と
井
路
の
風
景
、
ま

ち
の
人
の
人
情
、
竹
田
が
生
ん
だ

偉
人
た
ち
…
ま
ち
と
し
て
の
魅
力

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
だ
け
に
、

残
念
に
思
い
ま
す
。
竹
田
が
も
し

親
密
な
感
情
を
抱
け
る
よ
う
な〝
き

っ
か
け
〞
に
溢
れ
て
い
る
な
ら
、
竹

田
は
も
っ
と
魅
力
的
な
ま
ち
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
竹
田
の

ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
そ
の
よ
う

な
〝
き
っ
か
け
づ
く
り
〞
が
鍵
を

握
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
域
力
で
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く

■
幕
末
維
新
の
道
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

１
月
24
日
、
久
住
公
民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
九
州
ア
ル
プ
ス
商

工
会
青
年
部
久
住
・
直
入
支
部
主
催
に
よ
る「
幕
末
維
新
の
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
辻
野
功
別
府
大
学
客
員
教
授
に
よ
る
「
歴
史
的
背
景
か
ら
見

る
幕
末
維
新
の
道
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
第
２
部
で

は
㈶
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
坂
元
英
俊
さ
ん
と
首

藤
市
長
を
加
え
て
「
新
時
代
を
切
り
拓
く
地
域
振
興
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
、

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
曜
日
の
日
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

熱
心
な
市
民
の
皆
さ
ん
や
大
分
市
ほ
か
市
外
か
ら
の
参
加
も
含
め
、
会
場
は

約
１
５
０
人
を
超
え
る
観
客
の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

 

未
来
へ
の
見
え
方
が
重
要

㈶
阿
蘇
地
域
振
興
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー　
　
　

事
務
局
長　

坂
元　

英
俊　
さ
ん

　
「
地
域
に
も
っ
と
目
を
向
け
て
、

そ
こ
か
ら
の
〝
未
来
へ
の
見
え
方
〞、

こ
れ
が
一
番
大
事
だ
と
思
う
。
地
域

に
住
ん
で
い
る
人
か
ら
生
ま
れ
て
く

る
思
想
が
、
未
来
を
切
り
拓
い
て
い

く
夢
の
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
に
。」

 

外
か
ら
見
て
、

　
　
　

中
の
価
値
を
知
る

別
府
大
学
客
員
教
授　

辻
野　

功　
さ
ん

　
「
地
元
の
素
晴
ら
し
さ
が
わ
か
る

た
め
に
は
、
中
の
ひ
と
は
一
度
外
に

出
て
、
中
を
見
る
。
あ
る
い
は
外
か

ら
の
見
る
目
を
借
り
る
こ
と
も
必
要

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

竹
田
の
中
で
は
そ
う
た
い
し
た
こ

と
が
な
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
で

も
、
外
か
ら
見
れ
ば
ム
チ
ャ
ク
チ
ャ

高
い
評
価
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

私
か
ら
す
れ
ば
（
外
か
ら
見
る
と
）

竹
田
は〝
宝
も
の
〞だ
ら
け
と
思
う
。」

 

地
域
の
潜
在
能
力
に

　
　
　
　

磨
き
を
か
け
る

竹
田
市
長　

首
藤　

勝
次

　
「
こ
の
地
域
の
潜
在
能
力
を
束
ね

る
と
、
日
本
屈
指
の
自
治
体
に
な

る
。
そ
れ
を
信
じ
て
い
る
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
持
っ
て
や
っ
て
い
け
る
の

で
す
。
そ
の
潜
在
能
力
の
高
さ
に
磨

き
を
か
け
て
、
そ
れ
を
う
ま
く
政
策

化
し
て
い
く
こ
と
で
城
下
町
再
生
や

周
辺
部
の
対
策
、
再
生
も
叶
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。」

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
辻

野
教
授
は
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

次
の
と
お
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
「
優
れ
た
景
観
や
美
味
し
い
食
べ

物
が
あ
っ
て
も
、
そ
こ
で
出
会
っ
た

町
の
人
と
の
出
会
い
が
ダ
メ
だ
っ
た

ら
、
二
度
と
ま
た
来
た
い
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
決
め
手
は
、最
後
は
『
人
』

だ
と
思
う
。」

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
ご
意
見
や

ご
提
言
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

「
幕
末
維
新
の
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が

地
域
振
興
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
機
会
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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有
由
有
縁
（
ゆ
う
ゆ
ゆ
う
え
ん
）
… 

　

昭
和
27
年
10
月
27
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
文
豪
川
端
康
成
は

友
人
で
あ
る
画
家
高
田
力
蔵
の
案
内
で
別
府
か
ら
久
住
高
原
に

遊
び
、
あ
ざ
み
台
か
ら
竹
田
市
に
下
り
、
そ
し
て
竹
田
高
校
で

講
演
を
さ
れ
た
。
こ
の
取
材
旅
行
に
よ
り
、
川
端
は
続
・
千
羽

鶴
の
構
想
を
組
み
立
て
、
翌
年
、
小
説
新
潮
で
連
載
を
始
め
た

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
川
端
が
晩
年
、
よ
く
揮
毫
し
た
の
が
『
有

由
有
縁
』
で
あ
る
。
人
と
の
出
会
い
、
も
の
ご
と
と
の
接
点
が

生
ま
れ
る
の
は
、
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
そ
れ
な

り
の
力
（
理
由
）
が
働
い
て
い
る
か
ら
な
の
だ
、
と
い
う
意
味

で
あ
る
。

　

目
に
は
見
え
な
い
力
だ
け
れ
ど
、
神
の
配
剤
と
し
か
思
え
な
い
。

そ
ん
な
縁
が
授
け
て
く
れ
る
世
界
の
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、
ふ
る

さ
と
竹
田
市
の
未
来
を
見
つ
め
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」（URL）http：//www2.city.taketa.oita.jp/sityo/index.html 

全
国
初
の
知
産
知
消
戦
略

　

新
し
い
年
を
迎
え
て
早
や
１
か
月
。
め
ま
ぐ
る
し

く
展
開
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
、
心
地
よ
い
緊
張

感
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
の
も
、
や
は
り
人
と
の
出

会
い
が
感
動
や
新
た
な
気
づ
き
を
も
た
ら
せ
て
く

れ
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
中
学
時
代
の
恩
師
の
導
き

で
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
た
人
物
が
い
ま
し
た
。

地
元
竹
田
高
校
を
卒
業
さ
れ
、
い
ま
や
一
流
企
業
の

主
任
研
究
員
と
し
て
世
界
的
活
躍
を
さ
れ
て
お
ら

れ
る
方
で
あ
り
ま
し
た
。
１
時
間
ほ
ど
の
限
ら
れ
た

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
二
人
で
共
鳴
し
合
え
た

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、『
目
標
が
な
け
れ
ば
、

チ
ャ
ン
ス
は
見
え
な
い
』
と
い
う
も
の
。
そ
し
て
も

う
ひ
と
つ
は
、『
ビ
ジ
ョ
ン
（
将
来
構
想
）
が
な
け

れ
ば
、
決
断
が
で
き
な
い
』
と
い
う
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
胸
に
残
る
言
葉
が
授
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
年
明
け
早
々
、
広
瀬
知
事
、
平
野
副
知
事

に
時
間
を
い
た
だ
き
、
当
面
の
課
題
や
今
年
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
凡
な
日
常
に
メ
リ
ハ
リ
を
生
み
出
す
に
は
人
と
の

接
点
を
意
識
し
て
も
つ
こ
と
で
す
ね
。

　

平
野
副
知
事
は
東
北
岩
手
県
の
ご
出
身
、
東
北

農
政
局
の
局
長
経
験
者
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
も

畜
産
の
こ
と
な
ど
農
政
全
般
に
わ
た
っ
て
県
議
時
代

か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
『
農
産
物
の
流
通
』
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
話
題
に
な
っ
た

の
は
、
昨
年
の
カ
ボ
ス
の
市
場
不
振
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
し
た
。
ご
案
内
の
と
お
り
、
竹
田
市
は
大
分
県

を
代
表
す
る
カ
ボ
ス
の
生
産
地
。
と
こ
ろ
が
、
竹
田

市
の
カ
ボ
ス
は
農
協
の
販
路
に
限
っ
て
お
話
を
す
れ

ば
、
九
州
か
ら
出
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
。
こ
れ
で

は
、
い
く
ら
品
質
が
良
く
て
も
、
豊
作
で
も
農
家
経

済
を
潤
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
な
ら
ば
、
農
協
に

対
す
る
振
興
政
策
の
提
言
に
併
せ
て
、
竹
田
市
独
自

の
販
路
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
か
。
幸

い
に
し
て
、
今
年
は
、『
生
産
か
ら
流
通
ま
で
』
を

テ
ー
マ
に
し
て
、
一
般
社
団
法
人
の
『
農
村
商
社
わ

か
ば
』
を
設
立
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

を
窓
口
に
し
て
、
新
た
な
販
路
を
開
設
で
き
れ
ば
、

生
産
農
家
の
経
済
浮
揚
は
も
と
よ
り
、
竹
田
カ
ボ
ス

の
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
に
夢
が
も
て
る
と
い
う
も
の
。

　

 

「
竹
田
市
は
東
北
地
方
に
商
品
や
情
報
を
発
信
で

き
る
人
的
拠
点
と
し
て
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
仙
台

市
に
竹
田
事
務
所
長
を
置
き
ま
し
た
」
と
い
う
私
の

報
告
を
受
け
て
、
平
野
副
知
事
は
、「
関
東
以
北
で

は
柑
橘
類
は
育
た
な
い
の
で
す
。
仙
台
は
海
の
幸
に

恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
８
月
の
夏
場
は
ホ
ヤ

貝
が
旬
で
す
し
、
秋
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
サ
ン
マ
が

主
役
で
す
。
ホ
ヤ
も
サ
ン
マ
も
カ
ボ
ス
が
あ
れ
ば
鬼

に
金
棒
。
カ
ボ
ス
の
時
期
と
も
ピ
ッ
タ
リ
合
う
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」と
身
を
乗
り
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
野
副
知
事
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
地
域
を

限
定
し
て
相
対
価
格
で
取
引
き
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が

築
け
れ
ば
、
東
北
か
ら
竹
田
カ
ボ
ス
の
す
ば
ら
し
さ

を
知
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

東
北
に
は
、
竹
田
事
務
所
長
と
し
て
東
北
地
域
環

境
研
究
室
の
志
賀
秀
一
さ
ん
が
お
ら
れ
ま
す
し
、
自

前
で
副
所
長
を
買
っ
て
出
て
く
れ
た
島
谷
留
美
子

さ
ん
も
お
ら
れ
ま
す
。
私
が
提
唱
し
て
き
ま
し
た
知

産
知
消
（
地
で
は
な
く
知
）
は
、
ま
さ
に
知
っ
て
い

る
友
人
が
生
産
し
た
も
の
を
、
遠
く
の
知
人
を
介
し

て
消
費
の
輪
を
広
め
て
い
く
と
い
う
発
想
力
が
試

さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

　

冒
頭
の
言
葉
、『
目
標
が
あ
れ
ば
、
チ
ャ
ン
ス
は

見
え
る
』
と
し
た
い
も
の
で
す
。

市
長
コ
ラ
ム　

 〈
第
７
回
〉

地域連携に見る「遠交近攻」の視点
　宮城県の北部にある人口約 14万人の大崎市。伊藤康志市長を団長と
する観光や行政関係の研修団 14名が「自立した大崎市観光団体の設立
に向けた先進地調査 in 九州」のため、来竹されました。
　東北における竹田の顔ともいえる志賀秀一仙台事務所長を通じ実現し
た研修には、同所長も随行され、当市の商工、観光、行政関係者とも交
流、竹田の「元気」を全国に発信し、人的ネットワークの強化を図る「政
策審議官・竹田事務所長の取り組み」が、具体的な形として表れました。
　中国の戦国時代の兵法として、合従連衡などとともに有名な「遠交近
攻」策は、強国「秦」が遠方の国と手を結び、近隣を撃破、領土拡張に
成功したとされています。近隣を攻めることは別として、環境や産物の
違う東北大崎市との交流は、第三者の立場でお互いを見つめる利点から
も、大きな意義がありそうです。

↑ 後列中央で握手を交わす両市長、前列左が志賀所長。

↑新年の挨拶まわりにて、平野昭副知事と県政全般の
　意見交換。
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今月のひと

第45回全国名流吟詠大会（コロムビア吟詠コンクール全国決選大会・幼少年の部）優勝

　　　　 　堀
ほり

　有
ゆ み こ

美子　（緑ヶ丘中学校 2年・14歳）

　

昨
年
12
月
６
日
、
東
京
・
中
野
サ
ン
プ

ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
「
全
国
名
流
吟

詠
大
会
」
に
大
分
地
区
代
表
と
し
て
出
場

し
た
堀
有
美
子
さ
ん
は
、
見
事
幼
少
年
の

部
で
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

決
選
大
会
の
大
舞
台
で
は
「
や
る
だ
け
か

な
」
と
落
ち
着
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
情

感
を
込
め
て
吟
じ
た
の
は
、
晩
唐
の
詩
人
・

干う

濆ふ
ん

の
「
事
に
感
ず
」。
蝶
と
燕
を
引
用
し

て
、
人
の
こ
こ
ろ
を
諷
刺
し
た
も
の
で
、

堀
さ
ん
は
詩
文
の
持
つ
「
雰
囲
気
が
好
き
」

と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
吟
題
に
選
び
ま

し
た
。

　

詩
吟
を
始
め
た
の
は
小
学
１
年
生
。
父
親

と
兄
が
詩
吟
を
し
て
い
て
、
自
然
と
興
味

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
竹

田
市
民
栄
誉
賞
第
１
号
の
倉
原
妙
子
さ
ん

（
淡
窓
伝
光
霊
流
竹
田
詩
道
会
）
が
開
い
て

い
る
「
詩
吟
教
室
」
で
週
に
１
回
の
指
導

を
受
け
て
い
ま
す
。
詩
吟
と
は
、
美
し
い

日
本
語
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
事
。
正

し
い
ア
ク
セ
ン
ト
や
口
の
準
備
運
動
、
発

声
な
ど
の
基
本
練
習
は
欠
か
さ
ず
繰
り
返

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
代
表
に
選
ば
れ
た
昨
年
８
月

以
降
は
、
着
物
の
所
作
も
練
習
し
て
き
ま

し
た
。
堀
さ
ん
の
快
挙
は
、
竹
田
市
の
文

化
的
土
壌
に
新
た
な
人
材
が
育
っ
て
い
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

次
の
目
標
は
、
財
団
法
人
日
本
吟
剣
詩

舞
振
興
会
主
催
の
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
。

　
「
詩
吟
と
は
、
生
活
に
あ
る
も
の
」
と
、

語
る
堀
有
美
子
さ
ん
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

詩
吟
と
は
、
生
活
の
中
に
あ
る
も
の
。

里山の生き物たちがにぎわう故郷に
・「第 44 回全国野生生物保護実績発表大会」㈶日本鳥類保護連盟会長褒状
　受賞
・「全国学校ビオトープ・コンクール 2009」金賞受賞

　　岡
おかもと

本小
しょうがっこう

学校 （板井美恵子校長・22名）

　

環
境
省
・
㈶
日
本
鳥
類
保
護
連
盟

主
催
「
第
44
回
全
国
野
生
生
物
保
護

実
績
発
表
大
会
」
が
11
月
30
日
、
東

京
霞
ヶ
関
中
央
合
同
庁
舎
第
５
号
館

で
行
わ
れ
、
岡
本
小
学
校
５
年
生
４

名
（
井
野
優
奈
・
古
庄
莉
奈
・
山
口

真
里
奈
・
山
口
優
史
）
を
含
む
各
都

道
府
県
推
薦
の
学
校
・
団
体
か
ら
厳

正
な
審
査
で
選
ば
れ
た
10
校
が
研
究

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、

岡
本
小
学
校
が
㈶
日
本
鳥
類
保
護
連

盟
会
長
褒
状
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

岡
本
小
学
校
は
「
１
０
０
年
後
に

ト
キ
が
舞
い
降
り
る
田
ん
ぼ
を
夢
み

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
岡
本
地
区
全
体

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
、
里
山
の
代

表
的
な
生
き
物
を
保
護
し
、
生
息
環

境
を
保
全
す
る
活
動
の
取
り
組
み
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
研
究
は
、
財
団

法
人
日
本
生
態
系
協
会
主
催
「
全

国
学
校
ビ
オ
ト
ー
プ
・
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
０
９
」
に
お
い
て
金
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

↑ 2年前に、圃場整備に伴い、卒業生たちが各方
　面の方々の協力を得て学習会を開いたり、ビオ
　トープの設計図を作成。また、岡本小の 3大ビ
　オトープをつくったりしました。

↑夏休みに生物観察。「観察中に見たことのない昆虫や鳥な
　どにめぐり合うことができて楽しかった」と山口優史くん。

ビオトープ…生物社会（一定の組み合わせの種によって構成される生物群集）の生息空間
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こ
の
１
年
無
病
息
災
で

　
　

あ
り
ま
す
よ
う
に

　

１
月
14
日
、
宮
城
地
区
炭
竈
に
あ

る
彦
山
神
社
で
３
５
０
年
以
上
続
く

「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
壁
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
竹
の
な

か
に
し
め
飾
り
な
ど
が
入
れ
ら
れ
、

点
火
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
お
き
火
で
焼
い
た
お
餅
を
食

べ
る
と
こ
の
１
年
が
健
康
で
過
ご
せ

る
そ
う
で
す
。

　

参
加
者
は
今
年
１
年
の
無
病
息
災

を
願
い
ま
し
た
。

↑どんっ、どんっと、竹の破裂音が響く

←快晴の元旦スタート
　ダッシュ !

↑色鮮やかなしめ飾りが完成

　昨年 12 月 11 日の午前中、直入地域の
老人クラブ南部長寿会 ( 秋吉喜利会長 : 会
員 80 名 ) の会員 25 名が参加して、恒例
となったしめ縄作りを行いました。お正
月、会員宅の玄関は、このしめ飾りで華
やかだったことでしょう。極寒の稲葉ダムウォーク

ひっぱれ!ひっぱれ!
　白丹綱引倶楽部 全九州大会へ
　「白丹綱引倶楽部」は、昨年 11 月に開催された大分県綱引選
手権大会で 3位入賞し、1月 31 日に鹿児島県薩摩仙台市で行わ
れる全九州選手権大会の出場が決まりました。
　結成して約 10年目。久住町白丹地区を中心に、綱引を愛する
青年が集ったもので、職業も様々。日々の練習に加え、大会前に
は減量も待ち受けている過酷なスポーツゆえに、強い団結力を誇
ります。全九州大会でのご健闘を祈ります。

→
出場報告に訪
れた「白丹綱
引倶楽部」の
みなさん

　新春恒例の「第
33回相良慶隆杯
竹田元旦マラソ
ン大会」が 1 月

1日、竹田市総合運動公園陸上競技場で行
われました。
　市内外から 130 人が参加し、健脚を競
いました。

雪っこを地域ぐるみで育てよう!

　

12
月
20
日
、
久
住
公
民
館
で
「
第

２
回
雪
っ
こ
カ
ー
ニ
バ
ル
in
久
住
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
や
高
齢
者
、
子
育
て

支
援
・
障
害
者
支
援
の
関
係
者
の
み

な
さ
ん
が
、
お
餅
つ
き
・
こ
ま
回
し
・

ペ
タ
ン
ク
・
折
り
紙
な
ど
を
通
し
て
、

楽
し
く
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　

昨
年
12
月
25
日
、
瀧
廉
太
郎
の
歌

を
う
た
う
会
主
催
の
「
ク
リ
ス
マ
ス

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
瀧
廉
太
郎
記

念
館
の
蔵
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
な
じ
み
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

の
ほ
か
、
瀧
廉
太
郎
作
曲
の
「
お
正

月
」
な
ど
を
合
唱
。
訪
れ
た
観
光
客

も
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
19
日
、
平
成
22
年
度
に

稲
葉
ダ
ム
が
完
成
す
る
こ
と
を
記
念

し
て
、
大
分
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

と
竹
田
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
主
催

「
稲
葉
ダ
ム
完
成
記
念
・
ダ
ム
湖
底

一
周
ウ
ォ
ー
ク
大
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

約
80
人
の
参
加
者
た
ち
は
、
心
地

よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ふるさとの迎春
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↑前列左から阿南尚美
　さん、重石照子さん、
　高橋美代子さん。

犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
が
交
通
安
全
Ｐ
Ｒ

　
「
竹
田
市
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
協
議

会
（
三
浦
美
音
子
会
長
）」
は
、
城

原
地
区
の
国
道
４
４
２
号
線
沿
い
に

犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し

た
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
看
板

を
設
置
し
ま
し
た
。

↑シートベルト
　しめましょう !
　敬礼ワン !

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。〔企画情報課　☎ 63-4801　E-mail：kikaku＠city.taketa.lg.jp〕

↑放水訓練をする消防団員

西
光
寺
で

　

火
災
防
御
訓
練

　

貴
重
な
ま
ち
の
文
化
財
を
守
る
た

め
に
、
文
化
財
防
火
デ
ー
（
１
月
26

日
）
に
ち
な
ん
で
文
化
財
火
災
防
御

訓
練
が
、１
月
24
日
に「
西
光
寺
」（
竹

田
市
指
定
有
形
文
化
財
）
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

竹
田
市
消
防
署
、
竹
田
市
消
防
団

竹
田
方
面
隊
第
１
分
団
、
第
２
分
団

が
出
動
し
、
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

憧れのTAOメンバーが直接指導

←子どもたちは、憧れのTAO
　メンバーの指導に感激。

　和太鼓集団 TAO「2009 年ファイナルここでしか観れないふる
さと公演」が昨年 12 月 27 日、待望の 3年ぶりとなる公演が竹
田市文化会館で行われました。躍動感あふれるステージは、満員
の会場を大いに沸かせていました。
　翌 28日は、竹田市内の子ども太鼓メンバーを中心としたワー
クショップが同会場で行われ、26 人が参加しました。各パート
に分かれて練習をしたあと、最後はステージにて「Festa」を合
同演奏しました。地元の参加者にとって、貴重な交流の機会とな
りました。
　TAOリーダーの水藤義徳さんは「また竹田の子どもたちとの交
流の機会があれば、ぜひ参加させていただきたい。TAOは今年、
全米ツアーがあります。太鼓をはじめた頃のような純粋な気持ちで
挑みたい」と語ってくれました。

みんな大好き !いちご農園オープン

　

昨
年
12
月
22
日
、「
道
の
駅
竹
田

い
ち
ご
農
園
」
の
開
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ハ
ウ
ス
内
に
は
「
さ
が

ほ
の
か
」
や
「
紅
ほ
っ
ぺ
」
の
品
種

が
、
食
べ
放
題
コ
ー
ス
（
40
分
間
大

人
１
、２
０
０
円
）、
も
ぎ
取
り
コ
ー

ス
（
１
０
０
ｇ
時
価
の
量
売
り
）
が

あ
り
ま
す
。
城
原
小
学
校
の
児
童
も

セ
レ
モ
ニ
ー
に
参
加
。
甘
い
い
ち
ご

を
口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
っ
て
い
ま
し

た
。
５
月
末
日
ま
で
。

ふるさとCM大賞で特別賞獲得

　

１
月
14
日
、
Ｏ
Ａ
Ｂ
大
分
朝
日
放

送
主
催
「
大
分
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

vol.
７
」
の
収
録
が
エ
ル
セ
ル
モ
玉
姫

（
大
分
市
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
は
、
姫
だ
る
ま
や
ト
マ
ト

な
ど
が
登
場
す
る
「
お
つ
か
れ
さ
ま

の
う
た
」
を
出
品
し
、
４
位
に
入
り

「
特
別
賞
」
を
獲
得
し
ま
し
た
。
多

く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

→
縁
結
び
の
願
い
を
こ
め
て
…
♡

里
人
を

　
愛
で
包
む
鐘
が
誕
生

　願いが成る寺、愛染堂の名称で親しま
れている願成院の境内に鐘楼（鐘つき堂）
が完成し、1月 9日から鐘をつくことがで
きるようになりました。
　毎月第 2土曜日に無料でご開帳してい
る愛染堂。そこに祀られている愛染明王
は、縁結びの仏様です。
　後藤幸雄住職から「願いがかなう鐘つ
きに、皆さんお越しください」と言葉を
いただきました。

救
急
活
動
協
力
に
感
謝
状

　

竹
田
市
消
防
本
部
は
、
昨
年
11
月

２
日
心
肺
停
止
状
態
に
な
っ
た
男
性

を
適
切
な
処
置
で
救
っ
た
と
し
て
、

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
荻
支
所
に

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

「
語
り
部
物
語
」
が
再
々
出
版

　

故
・
髙
橋
守
一
さ
ん
が
自
費
出
版

で
制
作
し
た
「
豊
後
岡
藩　

語
り
部

物
語
」（
平
成
８
年
初
版
）
を
次
女

の
吉
良
山
純
子
さ
ん
が
再
々
版
を
し

ま
し
た
。

　

竹
田
の
郷
土
の
歴
史
や
民
話
が
紹

　
　
　
　
　
　
　

介
さ
れ
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　

お
問
い
合
せ
は
、

　
　
　
　
　
　
　

吉
良
山
（
☎
63
‐

　
　
　
　
　
　
　

３
２
８
０
）ま
で
。
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確定申告は正しくお早めに!
確定申告の時期が近づいてきました。
平成 21年分の所得税の確定申告期間は、
平成 22年 2月 16 日㈫から平成 22年 3月 15 日㈪までとなっています。
　所得税は、納税者自身が所得金額や税額を正しく計算して納税する申告
納税制度を採っていますので、所得金額や税額を正しく計算し、申告と納
税は、期限内にお済ませください。確定申告書の提出は、郵送等でも結構
です。申告期限が間近になりますと、申告会場は大変混雑し、長時間かか
る場合もありますので、お早めに申告をお済ませください。
　なお、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で簡単に申告
書等の作成ができますので、ぜひご利用ください。（http://www.nta.go.jp）
●お問い合せ　竹田税務署　☎ 63-3141（内線 22）

平成 22年度実施の住民税（個人市県民税）税制改正のお知らせ

個人住民税における住宅借入金等特別税額控除（住宅ローン
控除）の適用対象者が拡大され、市役所への住宅ローン控除
申告書提出が不要になりました
　個人住民税の住宅ローン控除の適用対象者が拡大され、平成 21 年から平成 25 年までに入居し、平成 21
年分以後の所得税において住宅ローン控除を受ける方も、個人住民税の住宅ローン控除を受けられることに
なりました。また、個人住民税における住宅ローン控除は、個人が市に住宅借入金等特別税額控除申告書を
提出せずに受けられることとなりました。

【対象となる方】
　所得税で住宅ローン控除の適用を受けていて、かつ、
所得税において住宅ローン控除可能額が控除しきれな
かった方のうち、 
 ・平成 11年から平成 18年までの入居者 
 ・平成 21年から平成 25年までの入居者
　※平成 19 年と平成 20 年の入居者は、所得税の住
　宅ローン控除の適用は受けられますが、個人住民税
　の住宅ローン控除の適用は受けられません。 
   なお、平成 19 年と平成 20 年の入居者は、所得税
では、住宅ローン控除を受ける最初の年に、控除率を
引き下げて控除期間を 10 年から 15 年に延長する方
式を選択できる特例が設けられています。

【控除される額】
　次のいずれか小さい額が住民税から控除されます。 
 ・所得税の住宅ローン控除可能額のうち所得税におい
　て控除しきれなかった額 
 ・所得税の課税総所得金額等の額に 5%を乗じて得た
　金額（上限 97,500 円）

【適用方法】
　勤務先の年末調整や、税務署の所得税確定申告にお
いての「住宅借入金等特別控除可能額」「居住開始年
月日」等の記載内容から、市役所で住民税の住宅ロー
ン控除額を決定し、適用します。 

 これまで必要だった市役所への住宅借入金等特別税
額控除申告書の提出は原則不要になります。
（注 : 所得税の住宅ローン控除の適用初年度において
は、確定申告が必要です。）

【住宅借入金等特別税額控除申告書による申告（旧制
度の住宅ローン控除の適用）について】
　平成 11 年から平成 18 年までに入居され、下記に
当てはまる内容で確定申告をされた方が「住宅借入金
等特別税額控除申告書」を市に提出した場合、旧制度
の住宅ローン控除の適用を受けることができます。「住
宅借入金等特別税額控除申告書」で申告されると控除
額が多くなる場合があります。
 ・課税山林所得金額がある方
 ・変動所得、臨時所得を有し、平均課税の適用を受け
　る方 
 ・課税総所得金額のほかに課税退職所得金額などがあ
　る方 
　※これらの条件に当てはまる方が、期限（毎年 3月
　15日）までに「住宅借入金等特別税額控除申告書」
　により申告されなかった場合は、自動的に申告を不
　要とする控除の適用を受けることとなります。

●お問い合せ　竹田市税務課課税係
　　　　　　　☎ 63-1111　内線（125・126・127）
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国民健康保険・後期高齢者医療制度の加入者のみなさんへ 

「高額医療・高額介護合算制度」 医療費・介護費の自己負担を軽減します。
　高額医療・高額介護合算制度は、医療保険（国民健康保険や後期高齢者医療
制度など）と介護保険の両方を利用し、その自己負担額が高額になっている世
帯の負担を軽減する制度です。
　対象となる世帯には、2月に案内を送りますので、申請方法などをご確認く
ださい。
※住所地や加入している医療保険の種類が、20年 4月から 21年 7月の間に変
　更になった場合、お知らせできませんので、窓口にお問い合わせください。
※被用者保険（職場の健康保険・共済組合など）に加入の方は、ご加入の医療
　保険の窓口にお問い合わせください。
○対象となる世帯は
　　医療保険と介護保険の両方で自己負担があり、その合算額が一定の額（自己負担限度額）を超えた世帯が対
　象です。
　　ただし、同じ世帯に国民健康保険の加入者と後期高齢者医療制度の加入者がいる場合は、それぞれの医療保
　険ごとに計算されます。
○支給額の算定方法
　　高額療養費などの給付を受けた後の医療保険と介護保険の自己負担の合算額が、年間（8月から翌年 7月）
　で自己負担限度額を超えた場合、その超えた額を支給します。自己負担限度額は、世帯員の年齢や所得によっ
　て異なります。
●自己負担限度額
◇ 70 歳以上の人のみの世帯

世帯区分 自己負担限度額（年額）

現役並み所得 67万円 【 89 万円】

一　　　　般 56万円 【 75 万円】

低所得 II 31 万円 【 41 万円】

低所得 I 19 万円 【 25 万円】

◇ 69 歳以下の人を含む世帯

世帯区分 自己負担限度額（年額）

現役並み所得 126万円 【168万円】

一　　　　般 67万円 【  89 万円】

市民税非課税 34万円 【  45 万円】

○ 20年度分は 16 か月の合算額で
　20 年度分のみ、20 年 4 月から 21 年 7 月の 16 か月の合算額（上記【　】内の額）で計算します。ただし、
20年 8月から 21年 7月の合算額で見た方が、支給額が多くなる場合は、12か月の合算額で算定します。
●お問い合せ　市保険課　国保・高齢者医療係　☎ 63-1111（内線 135・136）・ 介護保険係　☎ 63-1111（内線 138）

温泉療養文化施設のプロデューサーを募集します!
　温泉大国日本の中で、「長湯温泉」は全国でも数少ない炭酸泉を有し、その炭酸濃度・湧出量・
温度から日本一の炭酸泉と云われています。世界有数の炭酸泉を誇るドイツ・バートクロツィ
ンゲン市との国際交流は昨年 20 周年を迎えました。その間、「長湯温泉」の交流人口は約 10
倍に伸び、“長湯の奇跡 ”と云われました。
　この驚異的な伸びを促進したのは、平成 10年に登場した「温泉療養文化館御前湯」。
そして、これを支えたのは観光拠点施設として地域に愛され続けてきた「国民宿舎直入荘」です。
　貴重な観光資源である炭酸温泉をどうコーディネートしていくか。
観光や地域づくりに施設をどう生かしていくか。
温泉療養という共通のテーマで、2つの観光拠点施設、それぞれのプロデューサーを募集します。
　　　　【業務の内容】 施設の管理運営、企画立案営業、フロント・事務など
　　　　【応募していただきたい方】 関連業務の実務がある方、企画・営業・PRの得意な方、人
　　　　間味があり情熱あふれる方、行政・団体・市民と一緒に観光を盛り上げていくことが
　　　　できる方
　　　　【応募期間】平成 22年 1月 20日㈬～ 2月 4日㈫
               ●お問い合せ　竹田市商工観光課　☎ 0974-63-4807

温泉療養文化館御前湯

国民宿舎直入荘

※【　】内は 20年度のみ適用
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竹田市健康増進課　☎63-4810
荻支所市民生活課　☎68-2214
久住支所市民生活課　☎76-1419
直入支所市民生活課　☎75-2211

保健だより
元
気
な
竹
田
を
め
ざ
し
て

　

竹
田
市
で
は
住
民
が
健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
「
健
康
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
前
号
に
続
い
て
健
康
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い
る

人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

 

継
続
は
力
な
り
！

渕ふ
ち　

本も
と
ひ
ろ廣
さ
ん
（
直
入
町
下
河
原
・
80
歳
）

　

平
成
15

年
、
旧
直
入

町
主
催
の

「
ゆ
ら
っ
く

す
倶
楽
部

（
温
泉
を
活

用
し
た
健
康
づ
く
り
教
室
）」
に
参

加
後
、「
お
湯
健
ク
ラ
ブ
（
健
康
づ

く
り
自
主
組
織
）」
に
加
入
。

　

平
成
18
年
、
市
主
催
の
「
健
康
づ

く
り
教
室
」
参
加
後
、「
万
年
青
の

会
（
健
康
づ
く
り
自
主
組
織
）」
に

加
入
し
現
役
で
農
業
を
し
な
が
ら
健

康
づ
く
り
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

●
教
室
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

 
一
つ
目
の
教
室
は
、
足
の
手
術

を
し
た
後
、
在
宅
生
活
で
体
重
が
増

加
し
た
た
め
「
何
と
か
し
な
い
と
」

と
思
い
、
足
の
リ
ハ
ビ
リ
を
兼
ね
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

 

二
つ
目
の
教
室
は
、
健
康
診
断

で
血
糖
値
が
高
か
っ
た
の
で
学
習
し

よ
う
と
参
加
し
ま
し
た
。

●
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
し
て
い
る

こ
と
は
？

　

毎
日
２
回
体
重
・
血
圧
を
測
定
し
、

自
分
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
朝
「
食

べ
た
ら
歩
く
！
」
を
心
掛
け
１
時
間

程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
の
と

食
品
交
換
表
を
参
考
に
食
事
の
時
、

ご
飯
や
お
か
ず
、
晩
酌
の
量
な
ど
気

を
つ
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
週
１
回
の
湯
中
運
動
に
参

加
し
て
い
ま
す
が
、
男
性
の
参
加
が

な
く
辞
め
よ
う
と
も
思
っ
た
の
で
す

が
、
皆
と
話
す
こ
と
で
頭
の
体
操
に

も
な
り
、
仲
間
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

続
け
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

●
体
や
生
活
の
変
化
は
？

　

30
メ
ー
ト
ル
歩
い
た
ら
休
憩
し
な

い
と
歩
け
な
か
っ
た
が
、
今
で
は
１

時
間
以
上
歩
け
ま
す
。
ま
た
、
無
呼

吸
症
候
群
だ
っ
た
の
も
改
善
さ
れ
た

し
、
風
邪
を
ひ
か
な
く
な
り
ま
し
た
。

体
重
も
12
㎏
減
少
し
、
血
液
検
査
値

等
も
改
善
し
ま
し
た
。
特
に
Ｈ
ｂ
Ａ

ｌ
ｃ
は
平
成
18
年
６
・
４
が
平
成
21

年
５
・
２
に
改
善
し
ま
し
た
。

●
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

 

体
重
が
70
㎏
代
に
な
る
よ
う
体

力
の
続
く
限
り
、
今
の
健
康
づ
く
り

を
継
続
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 「
元
気
の
も
と
は
人
の
お
世
話
を

 

さ
せ
て
も
ら
う
事
じ
ゃ
な
ぁ
。」

進し
ん　

正す
な
お直

さ
ん
（
久
住
町
宮
原
・
86
歳
）

　

い
つ
も
笑

顔
と
大
き
な

声
の
進
さ
ん

は
、
地
区
で

知
ら
な
い
人

が
い
な
い
ほ

ど
の
お
達
者
さ
ん
で
す
。

●
元
気
の
源
は
な
ん
で
す
か
？

　

若
い
こ
ろ
軍
隊
に
行
っ
て
い
た
の

で
粗
食
に
耐
え
、
体
力
に
は
自
信
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
年
に
な
っ
た
ら
地

域
に
恩
返
し
せ
ん
と
な
ー
。
ゆ
う
・

遊
ク
ラ
ブ
の
運
営
委
員
、
男
性
料
理

教
室
、
ｙ
ｏ
ｕ
花
の
会
な
ど
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

こ
と
が
健
康
の
秘
訣
。
と
に
か
く
人

と
会
っ
て
楽
し
く
や
る
こ
と
が
一
番

で
す
。

　

最
近
は
ま
た
、
ひ
と
り
も
ん
の
会

で
一・
一
会
（
い
い
か
い
）
を
新
た
に

作
っ
た
の
で
、
楽
し
み
が
増
え
た
わ

ー
。
体
を
動
か
す
こ
と
も
好
き
で
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

●
一
番
の
楽
し
み
は
何
で
す
か
？

　

人
と
会
っ
て
楽
し
い
酒
を
交
わ
す

こ
と
で
す
。
一
昨
年
は
飲
み
す
ぎ
て

痛
風
を
患
い
、
し
ば
ら
く
酒
を
止
め

て
い
た
の
で
、
そ
の
時
、
健
康
の
あ

り
が
た
さ
を
身
に
し
み
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
、
旅
行
が
楽
し
み
で
す
。

●
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い
こ
と
は

な
ん
で
す
か
？

　

年
を
と
っ
た
ら
家
に
閉
じ
こ
も
っ

て
い
な
い
で
、
地
域
の
み
ん
な
と
触

れ
合
う
こ
と
が
大
事
で
す
。
自
分
か

ら
気
軽
に
声
を
か
け
、
明
る
く
人
に

接
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
最
後
に
最
近
作
っ
た
短
歌
が
新
聞

投
稿
で
入
選
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　
「
生
か
さ
れ
て 

八
十
七
路
を
登
り
つつ

　

あ
と
幾
年
瀬
や 

年
越
し
の
蕎
麦 

」

　

２
か
月
に
わ
た
り
健
康
づ
く
り
に

頑
張
っ
て
い
る
方
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
今
回
ご
紹
介
し
た
二
人
も
、
健

康
づ
く
り
だ
け
で
な
く
非
常
に
前
向

き
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。　

　

健
康
情
報
は
日
々
変
わ
っ
て
い
ま

す
。
教
室
や
健
康
づ
く
り
組
織
に
入

っ
て
い
る
こ
と
で
新
た
な
情
報
や
仲

間
も
得
ら
れ
、
笑
顔
で
楽
し
く
暮
ら

し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
生
活
の

中
に
〝
笑
い
〞
は
必
要
で
す
。
笑
顔

で
生
活
で
き
る
よ
う
一
度
、
日
常
生

活
を
振
り
返
っ
て
み
て
は
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

↑「きらきら星」と「荒城の月」を披露するみなさん

楽しいなかまと笑顔のひととき
　入田・笹尾自治会の「おしゃべりサロン・
空飛ぶひよこ」（リーダー広瀬静子・19人）
が１月21日、笹尾コミュニティーセンター
で開かれました。
　この日は、かつて大正琴の経験のある会
員が演奏を披露しました。終了後、緊張が
解けてほころぶ笑顔。16 年ぶりに弾いたと
いう最高齢の工藤多賀さん（89歳）は、「指
の動きが良くなくてトレモロが難しかった。
でも懐かしく弾けてよかったです」と、嬉
しそうに話してくれました。
※おしゃべりサロンについては、次回の「保健だより」
　で紹介します。
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合い混ぜ
〈郷土料理について〉
　竹田地域で正式なお膳にはいつも出された、豆腐を使っ
た郷土料理です。一般にいう白和えよりも、ぜんまいなど
の山菜をはじめ、干し椎茸、切干大根などの乾燥して保存
されたものをたっぷりと使った田舎のお御馳走です。以前
は砂糖が贅沢品であったからか、かなり甘くしていただく
ことも多いようです。でも、砂糖がなかった時代には、甘
酒などをうまく甘みとして利用して作っていたようです。
合え混ぜともいいます。

〈作り方〉―――――――――――――――――――――――――
①ぜんまいは一晩水に浸してから 2回茹でる。油で炒めて
　少量のだし汁、調味料で煮含める。
②戻した干し椎茸、こんにゃく、人参は千切りにし、戻し
　た切干大根は食べやすい長さに切り、だしと調味料で煮
　含めて、余分な汁気は絞る。
③季節の青菜は塩茹でし食べやすい長さに切る。
④煎ったゴマをすり鉢で摺り、茹でて固く絞った豆腐も合
　わせてすり鉢でなめらかになるまで擂る。
⑤砂糖と塩で調味し、具材を混ぜ合わせる。
⑥上に炒って摺ったゴマをふる。

〈材料〉（4人分）
ぜんまい（戻す）……………20g 
干し椎茸………………………4枚 
切り干し大根…………………20g
こんにゃく……………………40g
人　参…………………………20g
季節の青菜……………………40g
サラダ油…………………小さじ 1 
だし汁………………………100cc
しょうゆ…………………大さじ 1
みりん……………………大さじ 1
木綿豆腐……………………1/2 丁
砂　糖……………………大さじ 1
塩………………………………少々
炒りゴマ…………………小さじ 2

電線近くの伐採に
ご注意ください

　最近、高圧線に近い
伐採などの作業による
停電が発生しています。
　感電の恐れもあるた
め、作業の際は十分に
ご注意ください。

竹田市総務課行政係

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
、
顔
を
見
せ
に

 

帰
っ
て
き
て
く
れ
る
の
が
い
ち
ば
ん
嬉
し
い
。

内
川　

寛
さ
ん
・
宣
子
さ
ん
（
千
引
）

　

プ
ロ
野
球
・
横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

に
所
属
す
る
内
川
聖
一
選
手
と
い
え

ば
、
チ
ャ
ン
ス
に
強
く
、
高
い
打
率

を
誇
る
好
打
者
で
す
。
２
０
０
８
年

は
打
率
・
３
７
８
を
マ
ー
ク
し
、
自

身
初
の
首
位
打
者
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
９
年
、Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
日

本
代
表
に
選
出
さ
れ
、
決
勝
の
韓
国

戦
で
は
６
番
レ
フ
ト
と
し
て
出
場
し
、

10
回
表
に
先
頭
打
者
と
し
て
ラ
イ
ト

前
ヒ
ッ
ト
を
打
ち
、
日
本
勝
ち
越
し

と
な
る
イ
チ
ロ
ー
の
２
点
タ
イ
ム
リ

ー
を
呼
び
込
み
、
決
勝
点
の
ホ
ー
ム

を
踏
ん
だ
の
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

　

そ
の
内
川
選
手
は
大
分
市
出
身
で

す
が
、
ご
両
親
の
故
郷
（
さ
と
）
は

竹
田
市
に
あ
る
の
で
す
。

　

毎
年
、
ど
ん
な
に
多
忙
で
も
祖
父

母
に
会
う
た
め
〝
里
帰
り
〞
を
す
る

内
川
選
手
。
お
正
月
に
扇
森
稲
荷
神

社
（
こ
う
と
う
さ
ま
）
に
参
拝
す
る

姿
を
目
に
し
た
方
も
多
い
こ
と
で
し

ょ
う
。
何
よ
り
も
孫
の
活
躍
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
の
は
、
竹
田
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
こ
と
、

内
川
寛
さ
ん
（
78
歳
）、
宣
子
さ
ん

（
76
歳
）
で
す
。

　

内
川
選
手
の
子
ど
も
の
頃
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
つ
い
て
、
寛
さ
ん
に
お
聞

き
ま
し
た
。

　
「
何
と
言
っ
て
も
ゴ
ル
フ
。
小
学

校
の
頃
、
休
み
の
た
び
に
帰
っ
て
来

て
は
ゴ
ル
フ
に
連
れ
て
行
っ
て
い

た
。
小
学
校
高
学
年
の
頃
に
大
人
用

の
ク
ラ
ブ
を
あ
げ
た
。
小
学
校
６
年

１
０
０
を
切
り
、
私
よ
り
も
飛
ば
す

よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
笑
）。

　

聖
一
は
根
性
が
違
う
と
思
っ
た
の

は
、
３
人
１
組
で
ま
わ
っ
て
い
て
、

テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
順
番
が
一
番
後

に
な
っ
た
時
、
次
の
組
が
近
づ
い
て

く
る
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る

が
、
あ
の
子
は
そ
れ
が
な
い
。
小
学

生
の
聖
一
は
、
打
つ
の
を
誰
か
観
て

い
て
く
れ
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
そ

し
て
、
目
の
前
で
飛
ば
す
。『
お
お

ー
っ
』
と
上
が
る
声
が
嬉
し
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。」

　

ま
た
、
幼
稚
園
の
頃
、
車
庫
の
中

で
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
遊
び
し
て
い
た
内

川
選
手
。
よ
く
ト
ス
を
あ
げ
て
い
た

宣
子
さ
ん
は
、
夢
中
に
な
っ
て
バ
ッ

ト
を
振
る
姿
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
寛
さ
ん
が
〝
宝
物
〞
と

い
う
内
川
選
手
に
関
す
る
新
聞
の
切

り
抜
き
帳
。
こ
れ
ま
で
に
出
場
し
た

す
べ
て
の
試
合
結
果
や
活
躍
記
事
の

切
り
抜
き
等
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ブ
ッ

ク
に
ま
と
め
る
の
は
、
祖
母
・
宣
子

さ
ん
の
日
課
。
内
川
選
手
が
帰
省
の

際
に
は
、
喜
ん
で
目
を
通
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

プ
ロ
野
球
と
い
う
厳
し
い
世
界
で

生
き
残
り
、Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
実
績
を
残
し
、

誰
か
ら
で
も
注
目
さ
れ
る
有
名
人
と

な
っ
た
内
川
選
手
。
し
か
し
、
お
二

人
か
ら
す
れ
ば
、
小
さ
い
頃
の
面
影

は
何
ひ
と
つ
変
わ
っ
て
い
な
い
そ
う

で
す
。

　

最
後
に
、
今
年
期
待
す
る
こ
と
を

聞
き
ま
し
た
。返
っ
て
き
た
の
は「
と

に
か
く
ケ
ガ
に
気
を
つ
け
て
、
一
年

間
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。」
と
い
う

お
孫
さ
ん
を
思
い
や
る
優
し
い
言
葉

で
し
た
。

　

い
よ
い
よ
球
春
、
間
近
か
。
今
年

は
我
々
に
ど
ん
な
感
動
を
魅
せ
て
く

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
内
川
聖
一
選

手
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

↑中央が横浜ベイスターズ　内川聖一選手
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ぼ
く
た
ち
・
わ
た
し
た
ち
の
学
び
舎

竹
田
市
立
竹
田
小
学
校

「
伝
統
を
引
き
継
ぎ
新
た
な
歴
史
づ
く
り
を
」

↑新たな歴史のスタート（竹田小開校式）

↑あけぼの学園、清明学園（大分市）への「蛍おくり」

↑瀧廉太郎先生の命日に行う「瀧祭」

　

石
舟
は
文
政
６
年（
１
８
２
３
）

２
月
６
日
、
江
戸
芝
口
の
中
川

家
中
屋
敷
、
藩
士
田
中
平へ

い
さ
く作
の

三
男
と
し
て
誕
生
。
幼
名
を
鉱こ

う

蔵ぞ
う

、
の
ち
に
小し

ょ
う
せ
ん僊

と
号
し
た
。

父
平
作
は
、
田
能
村
竹
田
と
と

も
に
写し

ゃ
ざ
ん
ろ
う
た
に
ぶ
ん
ち
ょ
う

山
楼
谷
文
晁
の
門
を
た

た
き
、
画
道
六
法
を
語
り
合
っ

た
ほ
ど
の
仲
。
画
才
に
恵
ま
れ

て
い
た
。
鉱
蔵
は
そ
の
伎ぎ

り
ょ
う倆

、

血
筋
を
受
け
継
い
だ
の
か
、
幼

少
か
ら
画
が
巧
く
、
将
来
を
嘱

望
さ
れ
る
。
の
ち
川
合
祐す

け
の
じ
ょ
う

之
丞

に
認
め
ら
れ
、
養よ

う

嗣し

と
な
り
、

水
戸
藩
士
竹
中
氏
の
女
を
妻
と

し
た
。

　

在
府
の
際
、
生
来
の
素
質
に

飽
く
な
き
研け

ん
さ
ん纂
を
重
ね
、
花
鳥

画
で
有
名
な
岡
本
秋し

ゅ
う
き暉
、
山
水

画
の
高
久
藹あ

い
が
い

、
人
物
画
の
桜さ

く
ら

間ま

青せ
い
が
い

に
師
事
。
ま
た
そ
の
頃
、

山
内
香こ

う
せ
つ雪

に
も
書
を
学
び
、
遂

に
独
特
な
画
風
を
確
立
し
た
。

　

嘉
永
３
年
（
１
８
５
０
）
２

月
、
岡
藩
画
員
に
召め

し

出だ

さ
れ
、

藩
主
久
昭
公
か
ら
知
遇
を
受
け
、

終
生
の
号
と
な
っ
た
石
舟
の
名

を
下
賜
さ
れ
る
。
廃
藩
以
後
、

一
時
房
総
（
千
葉
県
）
に
居
住

し
た
が
、
彩さ

い
か
ん管
（
註:

絵
筆
）

令
名
（
註:

よ
い
評
判
）
が
地

方
に
謳
わ
れ
た
。

　

盆
栽
、
骨こ

っ
と
う董
、
茶
道
に
も
趣

味
深
く
、
矢
野
豹ひ

ょ
う
い
ん陰

、
田
能
村

如に
ょ
せ
ん仙
、
渕
野
桂け

い
せ
ん遷
な
ど
と
の
交

友
深
く
、
明
治
期
の
地
方
文
人

画
を
育
て
た
一
人
。

　

明
治
32
年
７
月
10
日
死
去
。

77
歳
。
墓
は
正
覚
寺
に
あ
る
。

（
仲
村
睦
雄
）

続ふるさとの先達シリーズ⑥　川合石舟
↑川合石舟

　

新
竹
田
小
学
校
は
、
昨
年
４
月
、

旧
明
治
小
と
旧
竹
田
小
が
統
合
し
、

「
豊
か
な
心
と
自
ら
学
ぶ
力
を
身
に

つ
け
た
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
子

ど
も
の
育
成
」の
教
育
目
標
を
掲
げ
、

児
童
数
１
４
９
名
で
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
同
士
の
人
間
関
係
づ
く
り

や
両
校
の
伝
統
を
ど
う
引
き
継
い
で

い
く
か
と
い
っ
た
課
題
に
対
し
、
新

竹
田
小
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｓ
Ｓ
Ｔ
）
の
研
究

校
と
し
て
、
そ
の
研
究
・
実
践
を
通

し
て
、
良
好
な
人
間
関
係
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
両
校
は
児
童
の
実
態
や
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
行
事
を
長
い

間
育
ん
で
き
ま
し
た
が
、
統
合
後
、

旧
明
治
小
の
「
蛍
お
く
り
」、
旧
竹

田
小
の
「
瀧
祭
」
を
新
竹
田
小
の
行

事
へ
と
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
57
回
目

と
な
っ
た
「
蛍
お
く
り
」
は
、
６
年

生
が
中
心
と
な
り「
あ
け
ぼ
の
学
園
・

清
明
学
園
」
へ
の
蛍
お
く
り
（
６
月

13
日
）
を
通
し
て
交
流
を
図
っ
て
き

ま
し
た
。瀧
廉
太
郎
先
生
の
命
日（
６

月
29
日
）
に
行
な
っ
て
い
る
「
瀧
祭
」

は
今
年
46
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
学

年
ご
と
の
合
奏
・
合
唱
に
加
え
、「
竹

田
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
の

皆
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
荒
城
の
月
」

「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
等
を
演
奏
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
新
竹

田
小
の
伝
統
行
事
と
し
て
取
り
組

み
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
仲
間
づ
く

り
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
校
で
は
、「
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
」
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
授
業
や
行
事
の
保
護
者
や

地
域
へ
の
公
開
を
始
め
、
地
域
の
皆

さ
ん
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し

て
学
校
に
来
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
１
年
間
に
も
、
書
き
方
・
絵
手

紙
・
切
り
絵
等
々
、
た
く
さ
ん
の
ご

指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
方
に
は
、
下
校

時
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
も
行
な
っ
て

い
た
だ
き
、
文
字
通
り
地
域
を
挙
げ

て
新
竹
田
小
を
支
え
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
紙
面
を
借
り
て
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

 

こ
れ
か
ら
も
、
両
校
の
伝
統
を

活
か
し
な
が
ら
、
新
た
な
歴
史
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま
す
。　
（
河
野
啓
士
）

訂正 広報たけた 1月号 14頁の「まるごと博物館」の中で、見出しが「大船山鳥居の窪と中川清久（入山）について」と
掲載しましたが、正しくは「大船山鳥居の窪と中川久清

4 4

（入山）について」でした。訂正いたします。（竹田市企画情報課）

　

昭
和
54
年
版
「
広
報
た
け
た
」
№
３
０
９
を
入
手
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

は
「
ま
る
ご
と
博
物
館
」
と
同
じ
企
画
で
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
孫
に
あ
た
る
川
合
正
雄
氏
に
「
転
載
」
の
ご
快
諾
を
い
た
だ
き
、
明
治

期
の
地
方
文
人
画
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
た
川か

わ
い
せ
き
し
ゅ
う

合
石
舟
氏
を
紹
介
し
ま
す
。
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図書館から

2月の
お知らせ

竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

「司書おすすめの1冊」

今月の新刊のご案内

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

12

誕
生
お
め
で
と
う

〔一般の本〕
・ 欧亜純白 I・II　　　　　　　　　　　　大沢　在昌
・ 男おひとりさま道　　　　　　　　　上野　千鶴子
・ ほんわか介護　　　　　　　　　　　城戸　真亜子
・ 夫婦口論　　　　　　　　　　　　　　三浦　朱門
・ おもてなし　　　　　　　　　　小林　ケンタロウ
〔こどもの本〕
・かいけつゾロリきょうふのようかいえんそく　原　ゆたか
・都会のトム&ソーヤ  7－〔1〕    　　はやみね　かおる
・坂本龍馬－新しい日本を切りひらいた幕末の志士－　川口　泰生
・シートン－動物を愛する心を広めた博物学者－　富田　京一
・あいうえおべんとう　　　　　　　　山岡　ひかる

ほか 40冊ほど購入しました。

 

人
口
の

　
　

う
ご
き 
広報たけた　❷　　も　く　じ

2 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28
※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。
※3月1日㈪ ~5日㈮まで蔵書点
　検のため臨時休館いたします。 

「新・地方議会の話」 地方財政総合研究センター
 　　　　　　大森誠二

　新時代における地方
議会と職員の議会対応
の在り方について、著
者の体験をもとにやさ
しく解説した一冊。地
方分権を考える時役立
つ本です。

「ひらきます」 　　　　 　理論社

木坂　涼
　ちょろちょろか
ぞくの赤ちゃんえ
ほんです。楽しさ
いっぱい「あがり
ます」「のばします」
の3冊セットだよ。
おおきな声で読ん

　　　　　　　　　でみてくださいね !!

おはなし広場
日時　2月 23日㈫
　　　10：00～
場所　荻町健康福祉エリア

おはなしルーム
日時　2月 3日㈬
　　　13：20～ 14：00
場所　竹田幼稚園

おはなしのへや
日時　毎週火曜日
　　　10：30～ 11：00
場所　竹田市立図書館
　　　『おはなしのへや』

ブックスタート
日時　2月 17日㈬
　　　13：30～
場所　竹田市総合
　　　社会福祉センター

　　　　　　　　　　（前月比）
人　口　25,744 人　 （－ 17人）
　男性　11,994 人　 （＋   1 人）
　女性　13,750 人　 （－ 18 人）
世帯数　10,619 世帯（－ 1世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成 21年 12月 31 日現在）

訂正　広報たけた 1月号 2頁で掲載しました廣瀬武夫のプロフィールの中で「…杉野孫七上等兵曹（当時は二等兵）…」と
記載しましたが、正しくは「…杉野孫七上等兵曹（戦死後に海軍兵曹長）…」です。訂正いたします。（竹田市企画情報課）

一般社団法人農村商社わかば　
　未来に向かって、2月1日よりスタート………2
食育ツーリズム雇用創出大作戦 !………………………5
平成 22 年竹田市消防特別点検…………………………6
平成 22年竹田市成人式…………………………………7
ケーブルネットワーク特集………………………………8
幕末維新の道フォーラム /竹田雑感②………………9
市長コラム⑦『有由有縁』……………………………10
【別冊 たけたん情報】 2 月のこよみ、たけたん情報
TAKETAN  FACE  今月のひと（堀有美子）/まちの話題 /住民
税税制改正のお知らせ /高額医療・高額介護合算制度 / 保
健だより /特別インタビュー　内川寛さん・宣子さん /食育
レシピ /ぼくたちわたしたちの学び舎 /まるごと博物館 ほか
※「シリーズ産業おこし」はおやすみします。
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志
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　平成 22 年３月に１歳の
誕生日を迎えるお子さんの
写真を募集します！
　詳しくは企画情報課
広報担当までお問い合
せください。

平成21年2月生まれ
誕生日　親
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。 ケクロモジ（クスノキ科）
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1 ㈪ ・農村商社わかば設立フォーラム　9:30 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター）　・こころの健康相談　13:30 ～ 5:30（荻福祉健康エリア）：要予約
・豊肥地区肉用牛研修大会　13:30 ～ 16:30（久住公民館くじゅうサンホール）　・荻の里温泉休業日　　【納期限】　国民健康保険税７期、介護保険料７期、後期高齢者医療保険料７期

2 ㈫ ・パソコン農業簿記の確定申告指導会　9:00 ～ 15:00（竹田市総合社会福祉センター）
・農事組合法人「ふるさと白丹」設立総会　11:00 ～ 13:00（久住町白丹町公民館 ）

3 ㈬ ・（社）日本損害保険協会寄贈軽消防自動車受納式13:30 ～ 14:00（竹田市役所前駐車場）

4 ㈭ ・高齢者大学竹田学級　10:30 ～ 12:00（竹田市文化会館）
・アンテナショップ協議会城原地区説明会　14:00 ～ 16:00（わかば公社）

5 ㈮ ・直入地域　こころの健康づくり講演会　13:30 ～ 16:00（直入公民館ホール）

6 ㈯ ・プレ嚶鳴フォーラム　10:00 ～ 13:00（竹田市総合社会福祉センター ）

7 ㈰ ・第 17回竹田市B&G直入海洋センター室内綱引き大会　 9:00 ～ 17:00（B&G直入海洋センター）
・2010 年新春カラオケフェスタ　10:00 ～ 16:00（竹田市文化会館）

8 ㈪ ・荻の里温泉休業日
・平成 22年度公立幼稚園入園説明会及び面接（竹田幼稚園・南部幼稚園・直入幼稚園）

9 ㈫
10㈬
11㈭ ・建国記念の日　・第 18回 B&G財団会長杯争奪直入少年柔道大会　9:30 ～ 14:00（B&G直入海洋センター体育館柔道場）

・子牛市場　9:30 ～（豊肥市場）

12㈮ ・子牛市場　9:30 ～（豊肥市場）

13㈯ ・童謡と絵本の会　10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）
・県内一周駅伝競走大会結団式　18:00 ～ 19:00 （竹田市文化会館大会議室）

14㈰ ・和気藹音コンサート　13:30 ～ 17:00（竹田市文化会館）

15㈪ ・荻の里温泉休業日

16㈫ ・竹田市男女共同参画推進大会　14:00 ～ 15:30（竹田市文化会館大会議室 ）



17㈬ ・行政相談　10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター／久住支所／直入支所）　・年金相談　10:00 ～ 15:00（竹田市高齢者いきいき交流センター：福祉センター裏）問日本年金機構大分年金事務所☎ 097-552-1211
・大分県行政書士会無料相談会　13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・こころの健康相談　13:30 ～ 15:30（直入保健福祉センター）：要予約　・人権学習学級　15:00 ～ 17:00（市役所本庁舎３階会議室）

18㈭ ・行政相談　10:00 ～ 12:00（荻支所）
・久住地域　こころの健康づくり講演会　13:30 ～ 16:00（久住保健センター）

19㈮
20㈯
21㈰ ・高齢者のためのレク財講習会　9:30 ～ 15:00（竹田市総合福祉センター）

22㈪ ・第 52回大分合同県内一周駅伝　9:00 ～ 16:00（初日）（～ 26日　終日）
・わかば農業公社アンテナショップ振興大会　13:00 ～ 16:00（竹田市文化会館）　・荻の里温泉休業日

23㈫ ・こころの健康相談　13:30 ～ 15:30（竹田市総合社会福祉センター）：要予約

24㈬ ・精神保健相談　14:00 ～ 16:00（大分県竹田総合庁舎）

25㈭ ・こころの健康相談　13:30 ～ 15:30（久住保健センター）：要予約

26㈮ ・第２回精神障がい者の地域生活と就労を考える竹田フォーラム　13:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉
センター多目的ホール）　・アルコール関連問題教室　14:00 ～ 15:30（豊肥保健所〔豊後大野市〕）

27㈯ ・第３回岡の里文化財探訪講座　9:00 ～ 11:00（申込み・お問い合せ　竹田創生館 ☎ 62-4100）
・童謡と絵本の会　10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）

28㈰ ・映画鑑賞デー　10:00 ～ 21:00（久住公民館くじゅうサンホール）
　「奈緒子」① 10:00 ～　② 16:00 ～ 　「ディア・ドクター」① 13:00 ～　② 19:00 ～ 

月　間

その他

【納期限】・3/1 ㈪  国民健康保険税８期、介護保険料８期、後期高齢者医療保険料８期
3/1 ㈪　こころの健康相談　13:30 ～ 15:30（荻福祉健康エリア）：要予約
3/5 ㈮　第３回農業委員会総会　14:00 ～ 17:00（福祉センター）
3/7 ㈰　白水ダムフォーラム　15:00 ～ 16:00 （福祉センター）
3/7 ㈰　第 23回岡の里名水マラソン大会　9:30 開会式 （竹田市文化会館前発着）
3/8 ㈪　腹部超音波検査　8:00 ～ 10:00（白丹公民館）
3/9 ㈫　腹部超音波検査　8:00 ～ 10:00（都野公民館）
3/10 ㈬　腹部超音波検査　8:00 ～ 10:00（久住保健センター）
3/13 ㈯　生涯学習まつり及び高齢者大学閉校式　13:00 ～ 16:00 （竹田市文化会館）
・「はたちの献血」キャンペーン（1/1 ～ 2/29）
・相続登記はお済みですか月間（2/1 ～ 2/29）
・省エネルギー月間（2/1 ～ 2/29）  ・生活習慣病予防週間（2/1 ～ 2/7）







当番日 医療機関 電話番号
2 月　7日㈰ 竹下歯科医院（慶順町） 0974-62-2662
2 月11 日㈭ たけたし歯科医院（殿町） 0974-63-3212
2 月 14日㈰ 歯科筑紫医院（下町〔久住〕） 0974-76-0024
2 月 21 日㈰ 藤井歯科医院（上本町） 0974-63-3048
2 月 28 日㈰ ふじさわ歯科医院（浦町） 0974-64-1118
  3 月   7 日㈰ まつもと歯科クリニック（玉来） 0974-62-2400

当番日 医療機関 電話番号

２月　６日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

２月　７日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700
２月　11日㈭ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

２月　13日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

２月　14日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

２月　20日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

２月　21日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

２月　27日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

２月　28日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
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